
○ エコフィードの広域利用

・ 配合飼料原料としてのエコフィードの利

用拡大

○ エコフィードの広域利用

・ 配合飼料原料としてのエコフィードの利

用拡大

○ 専門技術者確保・育成のための研修

等の推進

9地域

○ 専門技術者確保・育成のための研修

等の推進

9地域

○ モデル的な地域協議会の設置

20地域

○ モデル的な地域協議会の設置

20地域

○ エコフィード認証制度の構築

20年度秋から開始

○ エコフィード認証制度の構築

20年度秋から開始

１ ２０年度エコフィード行動計画

○ 広域における安定供給体制の

構築

○ 広域における安定供給体制の

構築

重点項目重点項目

○ 地域における安定供給体制の構

築と必要な専門技術者等の確保・

育成

○ 地域における安定供給体制の構

築と必要な専門技術者等の確保・

育成

対応方向対応方向

○ 配合飼料メーカーと食品残さ飼料化

業者が連携してエコフィードの生産を

増加させる取組を推進

○ 配合飼料メーカーと食品残さ飼料化

業者が連携してエコフィードの生産を

増加させる取組を推進

○ 地域の未利用資源の掘り起こしと有

効活用のための検討の推進

○ 人材育成の拡大

○ 地域の未利用資源の掘り起こしと有

効活用のための検討の推進

○ 人材育成の拡大

○ 一定の基準を満たす食品残さ利用飼

料をエコフィードとして認証し、畜産農

家等が安心して利用できる体制を確立

○ 一定の基準を満たす食品残さ利用飼

料をエコフィードとして認証し、畜産農

家等が安心して利用できる体制を確立

目 標目 標

○ 安心して利用できる仕組みの

構築

○ 安心して利用できる仕組みの

構築

エコフィード利用量
５万ＴＤＮ㌧の増加

資料３－２

・ エコフィード緊急増産対策事業

・ 地域エコフィード利用体制確立支援

・ 未利用・低利用資源の飼料化促進

・ 食品残さ飼料化対策推進事業

・ 未来志向型技術革新対策事業

・ 畜産経営生産性向上支援リース事業

２万ＴＤＮ ﾄﾝの増加



項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○消費者等に対する理解醸成

　・エコフィード認証制度の構築

○安定的な利用体制の整備

　・広域における安定供給体制の構築

　・地域における安定供給体制の構築

○技術の普及・定着の推進

　・専門技術者の確保・育成

○　食品残さの飼料化推進に向けた平成２０年度行動計画（工程表）

　全国食品残さ 飼料化行動会議

 平成19年度行動計画の点検・検証
 平成20年度行動計画の策定

平成20年度行動計画の点検・検証
平成21年度行動計画の策定

 全国食品残さ飼料化行動会議

　エコフィード安全性確保 ガイドラインのＰＲ

　エコフィードの付加価値化等の推進　エコフィード栄養特性評価手法のＰＲ

　エコフィード製造工場の実態調査

　認証制度の開始  制度の普及・推進及び点検

地域人材の確保及びエコフィード専門家
の連携体制の強化及び拡充

　人材育成研修等の開催

 専門家ネットワークの更新

　エコフィード認証制度の検討

　新たな飼料化施設の整備の推進

　工場の稼働率（生産量）の拡大

　エコフィード生産量の拡大

　優良事例の収集

　食品循環資源の排出実態調査

　畜産農家の意向調査

　エコフィード利用畜産物の科学的評価

　配合飼料原料としてのエコフィード利用推進

地域推進協議会の開催
 ・地域行動計画の策定

シンポジウム等の開催
 ・消費者、食品業者、畜産関係者へ情報発信・ＰＲ
 ・食育の取組推進（現地見学会の開催）等

　適正な飼料化の推進

　地域未利用資源の利活用の推進 　行政や研究機関との連携

　エコフィード生産・利用の拡大

　食品残さ利用ネットワークの拡充
 （調査結果の取りまとめ・公表）

２１年度：リサイクル法に基づく
排出業者の届出とのマッチング

エコフィード５万ＴＤＮ㌧増の達成

　専門技術者の確保：９地域

モデル的な地域協議会の設置：２０地域

２１年度取りまとめ

　肥育試験、理化学試験、食味試験等


